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一

広
島
の
女
性
作
家
・
岡
田（
永
代
）美
知
代
研
究
（
２
）

　
　
　

─ 

著
作
の
概
要 

─

有　

元　

伸　

子

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
岡
田（
永
代
）美
知
代
、
著
作
リ
ス
ト
、
田
山
花
袋
、
少
女
小
説

は
じ
め
に

　

岡
田（
永
代
）美
知
代
（
一
八
八
五
年（
明
治
一
八
）～
一
九
六
八
年（
昭
和

四
三
））
は
、
広
島
県
甲
奴
郡
上
下
村
（
現
・
府
中
市
上
下
町
）
出
身
の
女
性

作
家
で
あ
る
。
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
小
説
や
数
多
く
の
少
女
小
説

を
執
筆
し
た
。
英
語
に
堪
能
で
、
ス
ト
ウ
夫
人
の
「
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
ズ
・
ケ

ビ
ン
」
を
『
奴
隷
ト
ム
』（
一
九
二
三
年（
大
正
一
二
）、
成
文
堂
）
の
タ
イ
ト

ル
で
翻
訳
刊
行
も
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
美
知
代
の
名
は
当
初
か
ら
田

山
花
袋
の
「
蒲
団
」
や
「
縁
」
に
登
場
す
る
女
弟
子
の
モ
デ
ル
と
し
て
さ
さ
や

か
れ
、
美
知
代
自
身
の
業
績
に
は
な
か
な
か
日
の
目
が
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
従
来
も
美
知
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
な
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に

花
袋
研
究
は
蓄
積
も
厚
く
、
美
知
代
に
関
す
る
重
要
な
資
料
も
紹
介
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
近
年
、
美
知
代
作
品
を
読
む
機
運
も
高
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
も
思

え
る
。
ま
ず
、
美
知
代
の
生
家
は
、
二
〇
〇
三
年
に
上
下
町
歴
史
文
化
資
料
館

と
し
て
開
館
し
（
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
現
在
は
府
中
市
上
下
歴
史
文
化
資
料

館
）、
未
発
表
原
稿
な
ど
の
資
料
保
存
を
行
な
う
と
と
も
に
、
展
示
や
企
画
な

ど
に
よ
り
美
知
代
文
学
の
普
及
を
は
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
年
（
二
〇
一
一

年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『〔
新
編
〕
日
本
女
性
文
学
全
集
』（
菁
柿
堂
）
の
第
三
巻

に
は
、
美
知
代
の
二
作
品
（「
あ
る
女
の
手
紙
」「
一
銭
銅
貨
」）
が
収
録
さ
れ
、

吉
川
豊
子
と
守
本
祐
子
に
よ
る
解
説
・
年
譜
も
付
さ
れ
た
。

　

と
は
い
え
、
美
知
代
文
学
を
評
価
す
る
た
め
の
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
論

者
は
、「
蒲
団
」
の
強
大
な
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
眺
め
ら
れ
つ
づ
け
て
き
た

美
知
代
を
等
身
大
の
女
性
作
家
と
し
て
読
み
直
す
こ
と
を
目
標
に
、岡
田（
永
代
）

美
知
代
研
究
を
開
始
し
た
。
前
稿
で
、
美
知
代
の
生
と
創
作
を
簡
単
に
た
ど
る

と
と
も
に
、
研
究
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
で
ご
参
照
い
た
だ
き

た
い
が

１
、
研
究
の
大
前
提
と
し
て
、
未
解
明
な
箇
所
が
多
い
美
知
代
の
年
譜

を
埋
め
る
こ
と
と
、
著
作
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
の
二
点
が
重
要
で
あ
る
。

　

研
究
の
基
礎
と
し
て
著
作
リ
ス
ト
は
必
須
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
全
体
を
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二

カ
バ
ー
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
論
者
が
調
査
に
よ
り
作
成
し
た

美
知
代
の
著
作
リ
ス
ト
を
稿
末
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
概
要
を
述
べ
た

い
。
こ
の
著
作
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
美
知
代
研
究
の
み
な
ら
ず
、
明
治
・
大
正

期
の
女
性
職
業
作
家
の
成
立
過
程
の
研
究
や
少
女
小
説
研
究
に
も
寄
与
し
、
田

山
花
袋
研
究
に
対
し
て
も
何
ら
か
の
貢
献
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

一　

著
作
リ
ス
ト
に
関
し
て

　

稿
末
の
表
１
は
岡
田（
永
代
）美
知
代
の
著
作
リ
ス
ト
で
、
彼
女
の
著
作
が
こ

れ
だ
け
ま
と
ま
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
い
ま
だ
不
十
分
な

リ
ス
ト
で
、
今
後
の
調
査
の
進
展
に
よ
り
新
た
な
作
品
が
加
わ
っ
て
い
く
で
あ

ろ
う
が
、
と
り
あ
え
ず
の
中
間
報
告
と
し
て
公
表
し
た
い
。
併
せ
て
表
２
に
、

掲
載
メ
デ
ィ
ア
（
新
聞
雑
誌
）
別
の
作
品
数
と
発
表
期
間
も
付
し
た
。

　

著
作
リ
ス
ト
作
成
の
た
め
の
調
査
は
、
上
下
歴
史
文
化
資
料
館
編
の
『
岡
田

（
永
代
）美
知
代
作
品
集
』
①
②
③
所
収
作
品
の
書
誌
事
項
を
探
索
す
る
こ
と
か

ら
出
発
し
た
。
美
知
代
は
作
品
掲
載
誌
か
ら
自
作
の
部
分
だ
け
を
切
り
取
り
、

約
八
〇
作
品
分
を
保
存
し
て
い
た
。
美
知
代
没
後
は
、
晩
年
の
美
知
代
か
ら
英

語
を
教
わ
る
な
ど
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
原
博
巳
が
切
り
抜
き
を
保
管
し
て
い

た
が
、
上
下
歴
史
文
化
資
料
館
の
開
館
と
と
も
に
館
に
寄
贈
。
こ
れ
を
も
と
に

館
が
私
家
版
と
し
て
三
巻
の
作
品
集
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
作
品
の

現
物
は
あ
る
も
の
の
、
掲
載
誌
や
巻
号
、
発
表
年
月
日
等
が
不
明
な
も
の
が
多

い
。
論
者
は
、
資
料
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
作
品
集
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

書
誌
事
項
の
調
査
を
進
め
た
。
ま
だ
不
明
な
も
の
も
残
る
が
、
大
半
の
作
品
の

出
所
が
解
明
で
き
た
。
著
作
リ
ス
ト
（
表
１
）
の
「
上
下
町
」
欄
の
数
字
は
、

そ
の
『
岡
田（
永
代
）美
知
代
作
品
集
』
の
収
録
巻
数
で
あ
る
。

　

著
作
リ
ス
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
表
１
の
末
尾
に
付
し
た
文
献
も
参
照
し

た
。
た
だ
し
、
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
て
も
実
際
の
雑
誌
で
確
認
で
き
な
か
っ

た
も
の
は
リ
ス
ト
か
ら
省
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
参
考
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
作
品
は
、
美
知
代
作
品
掲
載
の
可

能
性
が
あ
る
雑
誌
新
聞
を
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
回
新

た
に
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
目
次
と
本
文
の
署
名
が
異
な
る
も
の
な
ど
は 

美
知
代
作
で
あ
る
か
ど
う
か
を
適
宜
判
断
し
た
。
現
物
未
確
認
で
は
あ
っ
て
も

掲
載
が
確
実
な
作
品
は
リ
ス
ト
に
加
え
て
い
る
。
初
期
の
雑
誌
投
稿
期
に
は
、

本
文
は
掲
載
さ
れ
ず
、
講
評
に
美
知
代
の
名
前
と
作
品
タ
イ
ト
ル
が
記
さ
れ
て

投
稿
の
事
実
が
知
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
本
リ
ス
ト
で
は
こ
れ
ら
も
作
品
と

し
て
カ
ウ
ン
ト
し
、備
考
欄
に
「
＊
本
文
ナ
シ
（
講
評
の
み
）」
と
注
記
し
た
。

同
じ
く
備
考
欄
の
「
△
」
印
は
、
掲
載
誌
の
目
次
に
作
品
タ
イ
ト
ル
・
執
筆
者

名
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ス
ト
登
載
に
あ
た
り
、
旧
字
体
は
新
字
体

に
改
め
た
。

　

作
業
の
結
果
、判
明
し
た
美
知
代
作
品
数
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る（
二
〇
一
一

年
九
月
三
〇
日
現
在
）。

　
　

Ⅰ　

著
書
…
…
六
冊

　
　
　
　
　

１　

単
著
…
…
五
冊
（
う
ち
、
翻
訳
二
冊
）

　
　
　
　
　

２　

共
著
…
…
一
冊
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三

　
　

Ⅱ　

新
聞
雑
誌
掲
載
作
品
…
…
二
〇
五
作
品

　
　
　
　
　
（
掲
載
誌
・
掲
載
時
期
未
詳
の
も
の
、
現
物
未
見
の
も
の
を
含
む
）

　
　

Ⅲ　

生
前
未
発
表
原
稿
…
…
一
〇
作
品

　

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
、
か
な
り
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
主
要
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る 

美
知
代
の
作
品
は
以
下
で
あ
る
。

（
１
）「
早
稲
田
文
学
」（
第
二
次
）
の
彙
報
欄
よ
り

　
　
　

・
五
九
号（
明
43
・
10
）…
…
あ
る
女
の
手
紙
（
美
知
代
）『
ス
バ
ル
』

　
　
　

・
六
〇
号（
明
43
・
11
）…
…
里
子
（
美
知
代
）『
ス
バ
ル
』

　
　
　

・
六
六
号（
明
44
・
５
）…
…
清
の
ぐ
る
り
（
美
知
代
）『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』

　
　
　

・
九
六
号（
大
２
・
11
）…
…
冷
た
い
顔
（
美
知
代
）『
婦
人
評
論
』

　
　
　

・
一
〇
〇
号（
大
３
・
３
）…
…
郷
里
の
を
ん
な（
美
知
代
）『
婦
人
評
論
』

　
　
　

・
一
〇
四
号（
大
３
・
７
）…
…
蛙
鳴
く
声
（
美
知
代
）『
新
小
説
』

　
　
　

・
一
〇
八
号（
大
３
・
11
）…
…
ド
ウ
デ
エ
の
盲
皇
帝（
美
知
代
）『
た
か
ね
』

　
　
　

・
一
〇
九
号（
大
４
・
10
）…
…
「
蒲
団
」「
縁
」
及
私
（
美
知
代
）『
新
潮
』

　
　
　

・
一
二
二
号（
大
５
・
１
）…
…
秋
立
つ
頃
（
美
知
代
）『
希
望
』

（
２
）�『
現
代
日
本
文
学
大
年
表
』（
現
代
日
本
文
学
全
集
別
巻
、
改
造
社
、

一
九
三
一
年
）
よ
り

　
　
　
　

・
明
39
・
10　

文
藝
倶
楽
部　

森
の
黄
昏　
　
　
　

岡
田
美
知
代

　
　
　
　

・
明
39
・
12　

文
藝
倶
楽
部　

姑
ご
ヽ
ろ　
　
　
　

岡
田
美
知
代

　
　
　
　

・
明
41
・
４　

文
章
世
界　
　

老
嬢　
　
　
　
　
　

岡
田
美
知
代

　
　
　
　

・
明
43
・
９　

ス
バ
ル　
　
　

あ
る
女
の
手
紙　
　

永
代
美
知
代

　
　
　
　

・
明
43
・
10　

ス
バ
ル　
　
　

里
子　
　
　
　
　
　

永
代
美
知
代

　
　
　
　

・
明
43
・
12　

ホ
ト
ト
ギ
ス　

岡
澤
の
家　
　
　
　

永
代
美
知
代

　
　
　
　

・
大
２
・
10　

婦
人
評
論　
　

冷
た
い
顔　
　
　
　

永
代
美
知
代

　
　
　
　

・
大
３
・
２　

婦
人
評
論　
　

郷
里
の
を
ん
な　
　

永
代
美
知
代

　
　
　
　

・
大
３
・
６　

新
小
説　
　
　

蛙
鳴
く
声　
　
　
　

永
代
美
知
代

　
　
　
　

・
大
４
・
12　

希
望　
　
　
　

秋
立
つ
頃　
　
　
　

永
代
美
知
代

　

い
ず
れ
も
「
ス
バ
ル
」「
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
」「
婦
人
評
論
」「
新
小
説
」「
希
望
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
評
価
の
高
か
っ
た
雑
誌
が
知
ら
れ
る
と
と
も

に
２

、
明
治
末
か
ら
大
正
四
年
ご
ろ
ま
で
の
美
知
代
が
、
自
然
主
義
の
女
性
作

家
と
し
て
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
状
況
が
見
て
取
れ
る
。

　

つ
づ
い
て
表
２
の
説
明
に
移
り
た
い
。
こ
ち
ら
は
、
美
知
代
の
執
筆
動
向
を

一
望
で
き
る
よ
う
に
、
新
聞
雑
誌
別
に
掲
載
作
品
数
と
執
筆
期
間
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
投
稿
雑
誌
へ
の
投
稿
が
中
心
だ
っ
た
習
作
期
か
ら
、
一
定
の
評

価
あ
る
雑
誌
に
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
知
名
度
の
高
ま
り
と
平
行

し
て
少
女
・
児
童
・
婦
人
雑
誌
へ
の
執
筆
量
が
増
加
し
て
い
く
。
最
終
的
に
は

ほ
ぼ
少
女
小
説
の
書
き
手
と
な
る
が
、
一
九
二
四
年
を
最
後
に
執
筆
は
途
絶
え

る
。
長
い
中
断
期
に
、
美
知
代
は
永
代
静
雄
と
離
婚
し
て
渡
米
、
太
平
洋
戦
争

の
激
化
を
前
に
帰
国
し
、晩
年
を
広
島
県
庄
原
市
で
過
ご
し
た
。戦
後
に
は
、「
蒲
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四

団
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
手
記
を
二
つ
発
表
し
た
だ
け
で
あ
っ
た

３
。

二　

著
作
の
時
期
区
分

　

つ
づ
い
て
、
表
１
の
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
美
知
代
の
執
筆
時
期
を
、
Ａ
習
作

期
、
Ｂ
「
岡
田
美
知
代
」
と
し
て
の
執
筆
期
、
Ｃ
「
永
代
美
知
代
」
と
し
て
の

執
筆
期
、
の
三
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
概
括
し
た
い
。

Ａ　

習
作
期
…
…
神
戸
女
学
院
在
学
中
の
一
九
〇
二
年（
明
治
三
五
）か
ら
、

一
九
〇
四
年（
明
治
三
七
）花
袋
門
下
に
入
り
上
京
、
永
代
静
雄
と
の
関
係
が
発

覚
し
て
上
下
町
に
帰
郷
す
る
ま
で
の
一
九
〇
六
年（
明
治
三
九
）一
月
ま
で
。

　

こ
の
時
期
は
、
和
歌
や
叙
事
文
を
中
心
に
雑
誌
投
稿
を
行
な
っ
て
い
る
。
上

京
前
は
和
歌
、上
京
後
は
叙
事
文
な
ど
の
短
文
が
中
心
で
、主
な
投
稿
誌
は
「
中

学
世
界
」４
。
ほ
か
に
「
女
子
文
壇
」
に
も
投
稿
し
て
い
る

５
。
複
数
の
筆
名
を

使
い
、
目
次
に
名
前
が
載
る
こ
と
は
な
い
。
作
品
本
文
も
掲
載
さ
れ
ず
、
講
評

で
触
れ
ら
れ
て
投
稿
の
事
実
が
知
ら
れ
る
の
み
の
号
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
字

数
や
投
稿
数
な
ど
に
厳
格
な
制
限
の
あ
る
雑
誌
に
和
歌
や
短
文
を
投
稿
し
続
け

て
、採
用
の
有
無
に
一
喜
一
憂
す
る
習
作
時
代
の
美
知
代
の
姿
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
花
袋
に
何
度
も
手
紙
で
懇
願
し
て
弟
子
入
り
し
、
文
章
修

行
の
た
め
に
上
京
し
た
に
し
て
は
、
こ
の
時
期
の
作
品
は
少
な
い
。
美
知
代
の

生
前
未
発
表
原
稿
に
は
、上
京
前
後
に
も
筆
名
を
使
っ
て
「
新
声
」
や
「
文
庫
」

に
投
稿
し
掲
載
さ
れ
た
経
験
を
も
つ
こ
と
を
語
る
が
、
ま
だ
そ
れ
ら
し
き
作
品

は
発
見
で
き
て
い
な
い
。
戦
後
に
な
っ
て
の
回
想
で
本
人
の
記
憶
が
朧
化
し
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
今
後
も
調
査
を
継
続
し
て
い
く
。

Ｂ　
「
岡
田
美
知
代
」
と
し
て
の
執
筆
期
…
…
一
九
〇
六
年（
明
治
三
九
）一
月

の
帰
郷
か
ら
、
一
九
〇
八
年（
明
治
四
一
）の
再
上
京
と
永
代
と
の
同
居
ま
で
。

　

永
代
静
雄
と
の
恋
愛
発
覚
に
よ
り
上
下
町
に
帰
郷
。
二
年
余
り
の
帰
郷
の
間

の
一
九
〇
七
年（
明
治
四
〇
）九
月
、
花
袋
が
「
蒲
団
」
を
発
表
、
美
知
代
の
身

辺
に
激
震
が
走
っ
た
。
一
九
〇
八
年
四
月
に
再
上
京
し
て
白
山
御
殿
町
の
兄
・

実
麿
の
家
に
住
む
が
、
妊
娠
。
兄
の
家
を
出
て
九
十
九
里
に
隠
れ
住
み
、
年
末

に
静
雄
と
友
人
・
中
山
三
郎
の
三
人
で
牛
込
区
原
町
で
同
居
を
始
め
る
。
若
い

美
知
代
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
激
動
の
三
年
間
で
あ
る
。

　

習
作
期
に
引
き
続
き
投
稿
雑
誌
へ
の
短
篇
小
説
掲
載
が
中
心
で
あ
る
が
、
田

山
花
袋
主
筆
で
創
刊
さ
れ
た
「
文
章
世
界
」
を
は
じ
め
、「
新
声
」「
文
庫
」「
実

業
之
横
浜
」、
さ
ら
に
「
新
潮
」「
文
藝
倶
楽
部
」「
家
庭
雑
誌
」
な
ど
、
発
表

誌
も
広
が
り
、
目
次
に
も
名
前
が
載
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
従
来
の
研
究
で
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
美
知
代
作

品
も
い
つ
く
か
発
掘
で
き
た
。
と
く
に
「
文
庫
」
三
四
巻
五
号
掲
載
の
「
そ
の

月
そ
の
日
」（
明
治
四
〇
年
六
月
）
は
静
雄
へ
の
思
い
や
自
身
の
身
辺
の
変
化

が
私
小
説
風
に
ほ
の
め
か
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。「
新
声
」
一
六
編
五

号
掲
載
の
「
御
お
と
づ
れ
」（
同
年
五
月
）
な
ど
一
連
の
美
知
代
作
品
の
投
稿

雑
誌
掲
載
が
、
花
袋
の
「
蒲
団
」
執
筆
・
発
表
の
呼
び
水
と
な
っ
た
可
能
性
も

あ
る
。
従
来
、「
蒲
団
」
や
「
縁
」
に
描
か
れ
た
恋
愛
事
件
を
美
知
代
の
側
か

ら
私
小
説
的
に
描
い
た
作
品
と
し
て
は
、
次
期
「
永
代
美
知
代
」
時
代
に
書
か
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五

れ
た
「
あ
る
女
の
手
紙
」
や
「
里
子
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、「
蒲
団
」
刊
行
後
の
「
侮
辱
」（「
女
子
文
壇
」
四
年
六
号
、

明
治
四
一
年
四
月
）
な
ど
を
含
め
て
、「
岡
田
美
知
代
」
時
代
の
作
品
の
中
で

す
で
に
、
自
ら
の
身
の
上
に
起
き
た
事
件
を
、
短
文
の
縛
り
を
か
い
く
ぐ
り
小

説
化
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
蒲
団
」
発
表
前
後
の

美
知
代
作
品
と
「
蒲
団
」
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
さ
ら
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Ｃ　
「
永
代
美
知
代
」
と
し
て
の
執
筆
期
…
…
一
九
〇
九
年（
明
治
四
二
）三
月

の
長
女
出
産
か
ら
、
一
九
二
六
年（
大
正
一
五
）の
渡
米
ま
で
。
筆
名
を
「
永
代

美
知
代
」
に
改
め
て
い
る
。

　

明
治
四
二
年
一
月
、
形
式
的
に
田
山
家
の
養
女
と
な
っ
て
永
代
静
雄
と
結
婚

す
る
も
、
同
年
一
一
月
に
は
永
代
と
別
れ
、
長
女
・
千
鶴
子
を
連
れ
て
田
山
家

に
戻
る
。
翌
年
、
千
鶴
子
を
花
袋
の
妻
・
り
さ
の
兄
・
太
田
玉
茗
の
養
女
に
出

す
が
、
そ
の
後
、
妹
弟
子
の
水
野
仙
子
と
同
居
し
て
い
た
家
を
出
奔
し
、
永
代

と
共
に
暮
ら
す
。
明
治
四
四
年
三
月
に
は
長
男
・
太
刀
男
を
出
産
、
同
年
六
月

に
養
女
に
出
し
た
千
鶴
子
が
病
死
す
る
な
ど
、
こ
の
期
も
前
半
は
激
動
の
歳
月

で
あ
っ
た
。

　

そ
の
間
に
、花
袋
の
「
縁
」
が
出
さ
れ
、こ
れ
に
反
論
・
対
抗
す
る
形
で
「
あ

る
女
の
手
紙
」（「
ス
バ
ル
」
明
治
四
三
年
九
月
）・「
里
子
」（「
ス
バ
ル
」
同
年

一
〇
月
）・「
岡
澤
の
家
」（「
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
」
同
年
一
二
月
）
な
ど
が
書
か
れ
た
。

そ
の
他
、
先
述
し
た
「
早
稲
田
文
学
」
彙
報
欄
や
『
現
代
日
本
文
学
大
年
表
』

に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
群
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
四
年
ご
ろ
ま
で
に

書
か
れ
て
お
り
、「
文
章
世
界
」
の
「
現
代
文
士
録
」
欄
で
も
、
数
少
な
い
女

性
作
家
と
し
て
美
知
代
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
中
央
公
論
」

二
五
年
一
二
号
（
明
治
四
三
年
一
二
月
）
に
美
知
代
は
「
一
銭
銅
貨
」
を
発
表

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
女
流
作
家
小
説
拾
篇
」
の
一
作
で
あ
り
、「
永
代 

美
知
代
」
は
気
鋭
の
女
性
作
家
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

６
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
主
義
作
家
と
し
て
の
小
説
執
筆
と
同
時
に
、
こ
の
時
期
の

最
大
の
特
色
は
、
少
女
小
説
や
児
童
向
け
の
読
物
を
手
が
け
て
量
産
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
長
女
出
産
の
直
後
か
ら
「
少
女
世
界
」（
博
文
館
）
を
舞
台
に

書
き
始
め
ら
れ

７
、
大
正
期
に
入
る
と
、「
家
庭
パ
ッ
ク
」「
ニ
コ
ニ
コ
」「
少
年

倶
楽
部
」
な
ど
掲
載
媒
体
も
多
岐
に
わ
た
り
、
さ
ら
に
、「
女
の
世
界
」
や
「
淑

女
画
報
」
な
ど
に
も
軽
い
読
物
が
書
か
れ
、
次
第
に
一
般
小
説
は
影
を
ひ
そ
め

る
。
少
女
小
説
や
童
話
ば
か
り
か
、「
現
代
少
女
の
新
用
語
」
な
ど
の
流
行
語

や
海
外
事
情
の
紹
介
、さ
ら
に
「
野
菜
ば
か
り
の
西
洋
惣
菜
料
理
十
五
種
」（「
淑

女
画
報
」
大
正
三
年
五
月
）
と
い
っ
た
献
立
記
事
に
い
た
る
ま
で
、
現
代
の
フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
ご
と
く
、
驚
く
ほ
ど
柔
軟
に
多
様
な
素
材
に
対
応
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
美
知
代
の
変
貌
の
要
因
は
今
後
の
検
討
課
題
だ
が
、
出
産
育
児

の
体
験
に
よ
り
子
ど
も
や
女
性
の
生
活
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

大
正
期
の
児
童
・
少
女
雑
誌
の
隆
盛
期
で
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
売
文
に
よ
る

経
済
的
自
立
（
あ
る
い
は
家
計
補
助
）
の
必
要
性
と
い
っ
た
理
由
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
著
書
の
刊
行
も
こ
の
期
に
な
さ
れ
た
。
大
正
六
～
七
年
に
か
け
て
短
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六

編
集
一
冊
と
評
伝
二
冊
を
、
大
正
一
二
～
一
三
年
に
は
二
冊
の
翻
訳
書
と
共
著

一
冊
を
公
刊
し
て
い
る
。
な
か
で
も『
奴
隷
ト
ム
』（
原
著
は
ス
ト
ウ
夫
人
の「
ア

ン
ク
ル
ト
ム
ス
ケ
ビ
ン
」）
と
、『
愛
と
真
実
』（
同
、ミ
ュ
ー
ラ
ッ
ク
夫
人
「
ジ
ョ

ン
・
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
」）
の
二
冊
の
翻
訳
書
は
大
き
く
新
聞
広
告
も
出
さ
れ
、

特
に
『
奴
隷
ト
ム
』
は
版
を
重
ね
た
よ
う
で
あ
る
。
共
著
『
熱
筆
』
で
は
、
美

知
代
は
柳
川
春
葉
の
家
庭
小
説
「
な
さ
ぬ
仲
」
を
一
三
〇
枚
の
梗
概
に
手
際
よ

く
ま
と
め
て
解
説
を
付
し
て
い
る
。
大
正
八
年
ご
ろ
か
ら
新
聞
雑
誌
に
発
表
さ

れ
る
作
品
が
激
減
し
て
い
る
が
、
書
籍
の
仕
事
に
傾
注
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

一
九
二
五
年（
大
正
一
四
）以
降
の
作
品
は
ま
だ
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
大

正
一
三
年
五
月
に
翻
訳
書
と
共
著
を
相
次
ぎ
刊
行
、
九
月
に
「
少
女
世
界
」
に

少
女
小
説
「
誕
生
日
の
贈
り
物
」
を
載
せ
た
の
を
最
後
に
、
ぴ
た
り
と
執
筆
が

中
断
。
一
九
二
六
年（
大
正
一
五
）に
永
代
と
離
婚
し
て
、
太
刀
男
を
連
れ
て
渡

米
し
た
。
帰
国
し
た
の
は
、
日
米
開
戦
前
夜
の
一
九
四
一
年（
昭
和
一
六
）三
月

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
再
婚
し
た
花
田
小
太
郎
と
一
緒
で
あ
っ
た
。
こ
の
あ
た

り
の
詳
細
な
事
情
は
未
解
明
で
あ
る

８
。

　

帰
国
後
は
、
公
表
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
「
蒲
団
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
手

記
を
残
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
戦
後
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
未
発
表
原

稿
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
翻
刻
公
開
が
待
た
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
岡
田（
永
代
）美
知
代
の
著
作
リ
ス
ト
の
中
間
報
告
と
し

て
、
各
期
の
特
色
を
簡
単
に
述
べ
た
。
今
後
も
美
知
代
の
著
作
調
査
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
作
品
を
同
時
代
の
文
壇
・
文

化
事
情
を
ふ
ま
え
つ
つ
読
解
し
、
か
つ
作
品
検
討
を
女
性
作
家
の
執
筆
過
程
な

ど
の
同
時
代
状
況
の
解
明
へ
と
還
元
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

美
知
代
に
関
す
る
情
報
や
資
料
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

付
記

　

本
稿
は
、
平
成
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究（
Ｃ
））「
広
島

の
女
性
作
家
・
岡
田（
永
代
）美
知
代
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
に
よ
る
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

　

美
知
代
の
著
作
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
府
中
市
上
下
歴
史
文
化
資

料
館
と
守
本
祐
子
氏
、
原
博
巳
氏
か
ら
、
資
料
提
供
・
閲
覧
・
教
示
な
ど
多
く

の
援
助
を
賜
っ
た
。
共
同
研
究
者
の
遠
藤
伸
治
氏
・
瀬
崎
圭
二
氏
か
ら
も
助
言

を
い
た
だ
き
、
本
学
大
学
院
生
の
盧
氷
・
井
本
ま
ど
か
・
板
倉
大
貴
の
各
氏
に

は
雑
誌
調
査
と
複
写
資
料
整
理
の
作
業
補
助
を
担
当
し
て
も
ら
っ
た
。

　

ま
た
、
本
学
図
書
館
を
は
じ
め
、
広
島
県
立
図
書
館
、
広
島
市
立
中
央
図
書

館
、
府
中
市
立
図
書
館
上
下
分
室
、
広
島
女
学
院
大
学
図
書
館
、
国
立
国
会
図

書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
国
際
児
童
文
学
館
、
お
茶

の
水
図
書
館
、東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
に
お
い
て
、資
料
閲
覧
や
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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七

注１ 
有
元
伸
子
「
広
島
の
女
性
作
家
・
岡
田（
永
代
）美
知
代
研
究（
１
）─ 

研
究
の

現
状
と
課
題 
─
」『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
三
九
、二
〇
一
一
年
三
月

２ 

雑
誌
「
希
望
」
と
「
た
か
ね
」
は
、残
念
な
が
ら
未
見
で
あ
る
。「
読
売
新
聞
」

大
正
四
年
一
二
月
一
四
日
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
は
、「
▲
永
代
美
知
代
氏

4

4

4

4

4

4

は

近
作
秋
立
つ
頃
を
露
西
亜
人
エ
ロ
シ
エ
ン
コ
氏
は
自
作
小
説
「
提
灯
の
話
」
を

「
希
望
」
新
年
号
に
寄
せ
た
り
と
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
他
に
「
女
学
の
友
」「
女

子
の
友
」「
復
習
と
受
験
」
の
美
知
代
作
品
掲
載
号
も
実
見
で
き
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
雑
誌
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

３ 

た
だ
し
、
執
筆
は
続
け
て
お
り
、
残
さ
れ
た
生
前
未
発
表
原
稿
の
多
く
は
、

執
筆
時
期
未
詳
な
が
ら
、原
稿
の
状
況
か
ら
戦
後
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

４ 

資
料
と
し
て
、「
中
学
世
界
」
に
投
稿
さ
れ
た
和
歌
を
掲
げ
て
お
く 

。「
中

学
世
界
」
の
投
稿
和
歌
に
は
、
選
者
が
天
・
地
・
人
・
○
・
●
な
ど
の
序
列
を

つ
け
る
が
、
入
選
数
や
順
位
の
記
号
は
号
に
よ
っ
て
異
な
り
、
統
一
さ
れ
て
は

い
な
い
。
ま
た
、
美
知
代
が
弟
・
三
米
や
母
・
美
那
子
の
名
ま
で
借
り
て
投
稿

し
て
い
る
の
は
、「
中
学
世
界
」
が
「
一
人
一
篇
」
の
投
稿
制
限
を
設
け
て
い

た
た
め
で
あ
ろ
う
。

・
五
巻
六
号
（
明
治
三
五
年
五
月
）

　
　

●
梅　
　
　
　

備
後　
　

岡
田
三
米

　
　

一
枝
を
手
折
り
て
行
か
ん
岡
本
の
梅
の
盛
り
を
見
ぬ
友
の
た
め

・
五
巻
七
号
（
明
治
三
五
年
六
月
）

　
　

○
暮
春　
　
　

備
後　
　

岡
田
道
代

　
　

惜
し
め
ど
も
春
は
す
げ
な
く
更
け
に
け
り
又
逢
ふ
時
の
我
身
や
い
か
に

　
　

●
ほ
た
る　
　

備
後　
　

岡
田
美
那
子

　
　

五
月
雨
の
名
残
の
露
は
か
つ
ち
り
て
蛍
と
ぶ
な
り
小
野
の
草
む
ら

・
五
巻
一
一
号
（
明
治
三
五
年
九
月
）

　
　

●
露　
　
　
　

備
後　
　

巌
谷
涙
子

　
　

我
庵
の
荒
し
垣
根
の
さ
ゝ
か
に
の
糸
に
も
余
る
秋
の
夕
露

・
六
巻
二
号
（
明
治
三
六
年
二
月
）

　
　

○
梅　
　
　
　

備
後　
　

岡
田
紫
菫

　
　

朧
ろ
〳
〵
月
の
う
つ
れ
る
池
の
面
に
汀
の
梅
の
は
な
散
り
か
ゝ
る

・
六
巻
三
号
（
明
治
三
六
年
三
月
）

　
　

○
春
の
歌　
　

備
後　
　

岡
田
涙

　
　

音
も
な
く
三
片
四
片
の
花
散
り
て
月
お
ぼ
ろ
な
り
山
の
下
庵

・
六
巻
五
号
（
明
治
三
六
年
四
月
）

　
　

●
渡
良
瀬
の
辺
り
を
思
ひ
て　
　

神
戸　
　

岡
田
美
知
代

　
　

毒
水
の
流
れ
絶
へ
せ
ぬ
渡
良
瀬
は
春
と
は
名
の
み
草
も
萌
出
ず

・
六
巻
八
号
（
明
治
三
六
年
六
月
）

　
　

○
五
月
雨　
　

備
後　
　

岡
田
紫
野

　
　

野
の
寺
に
友
の
ひ
つ
ぎ
を
見
送
り
し
其
夜
よ
す
が
ら
五
月
雨
の
ふ
る

・
七
巻
九
号
（
明
治
三
七
年
七
月
）

　
　

◎　
　
　
　
　

牛
込　
　

岡
田
美
知
代

　
　

い
た
で
負
ひ
し
武
士
一
人
大
刀
と
り
て
見
か
へ
る
そ
ら
に
時
鳥
な
く
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八

５ 

「
少
女
界
」
三
巻
一
一
号（
明
治
三
七
年
一
一
月
）の
「
少
女
談
話
会
談
話
」

に
掲
載
さ
れ
た
「
麹
町　

岡
田
千
代
子
」
の
「
機
智
」
は
美
知
代
が
投
稿
し
た

可
能
性
も
あ
る
。「
岡
田
千
代
子
」
の
名
は
、「
少
女
界
」
三
巻
五
号
（
同
年
五
月
）

の
新
入
会
員
名
簿
に
見
え
、
住
所
は
「
東
京
麹
町
区
」「
土
手
三
番
町
一
六
」。

当
時
美
知
代
は
、
花
袋
の
妻
り
さ
の
姉
・
浅
井
ら
く
の
家
（
麹
町
区
土
手
三
番

町
二
七
）
に
住
ん
で
い
た
。
名
前
と
住
所
の
番
地
が
若
干
異
な
る
た
め
に
今
回

の
著
作
リ
ス
ト
に
入
れ
て
い
な
い
が
、「
少
女
界
」
は
当
時
唯
一
の
少
女
投
稿

雑
誌
で
、
こ
の
時
期
に
は
山
田
邦
子
や
服
部
貞
子
（
水
野
仙
子
）
も
盛
ん
に
投

稿
し
て
い
た
。

６ 

美
知
代
以
外
の
掲
載
作
家
は
、
水
野
仙
子
・
小
金
井
喜
美
子
・
森
し
げ
女
・

国
木
田
治
子
・
長
谷
川
時
雨
・
岡
田
八
千
代
・
尾
島
菊
子
・
野
上
彌
生
子
・
小
栗

籌
子
。

７ 

美
知
代
が
最
も
多
く
の
作
品
を
掲
載
し
、
執
筆
時
期
も
長
期
に
わ
た
っ
た
の

は
「
少
女
世
界
」
で
あ
る
。
美
知
代
の
少
女
時
代
に
は
少
女
専
門
雑
誌
は
「
少

女
界
」
の
み
で
あ
り
、
美
知
代
は
、「
女
子
文
壇
」
を
除
き
、
女
性
専
用
雑
誌

で
は
な
く
、「
中
学
世
界
」
や
「
新
声
」「
文
庫
」
な
ど
の
一
般
投
稿
誌
へ
、
と

き
に
男
性
名
を
用
い
て
投
稿
し
て
い
る
。
そ
の
後
、「
少
女
世
界
」「
少
女
の
友
」

「
少
女
画
報
」「
少
女
倶
楽
部
」
な
ど
が
続
々
と
創
刊
さ
れ
て
い
き
、
美
知
代
の

妹
・
万
寿
代
は
、
小
学
生
で
「
少
女
世
界
」
に
投
稿
し
て
い
る
。

　

・�

三
巻
四
号
（
明
治
四
一
年
三
月
）「
梅
見
に
行
き
て　

備
後
国
上
下
町
上

下
小
学
校
生
徒　

岡
田
ま
す
代
」（
学
芸
室
へ
の
投
稿
、
甲
賞
）

　

・�

三
巻
七
号
（
明
治
四
一
年
五
月
）「
発
途
の
朝　
　

備
後
国
上
下
町　

岡
田

萬
壽
代
」（
学
芸
室
少
女
会
館
へ
の
投
稿
、
賞
外
佳
作
）

　

美
知
代
は
、
妹
が
楽
し
み
に
読
み
投
稿
し
た
「
少
女
世
界
」
に
、
作
家
と
し

て
作
品
を
発
表
し
続
け
た
こ
と
に
な
る
。

８ 

も
と
も
と
美
知
代
と
静
雄
の
夫
婦
仲
に
は
か
な
り
波
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
大

正
四
年
に
も
離
婚
騒
ぎ
が
起
き
て
い
る
。「
読
売
新
聞
」
大
正
四
年
三
月
二
九

日
に
、「
閨
秀
作
家
破
鏡
の
嘆　

芸
術
に
生
き
ん
と
す
る
美
知
代
女
史
」
と
し

て
二
人
の
離
婚
を
報
じ
る
記
事
が
載
り
、「
永
代
と
別
れ
た
に
就
い
て
は
、
深

い
事
情
が
あ
る
の
で
す
が
、
自
分
か
ら
は
何
に
も
申
し
ま
せ
ん
」、「
芸
術
に
生

き
た
い
と
想
ひ
ま
す
、
創
作
� 

こ
れ
が
私
の
生
き
る
路
で
す
」
と
い
っ
た
美

知
代
の
発
言
を
伝
え
て
い
る
。
一
方
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
雑
誌
「
処
女
」
の
口
絵

写
真
に
は
、「
永
代
静
雄
氏
と
夫
人
美
知
代
子
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、

息
子
・
太
刀
男
と
と
も
に
写
っ
た
夫
妻
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
一
一
巻

三
号
、
大
正
四
年
三
月
）。

　
「
永
代
静
雄
氏
夫
人
」
の
肩
書
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
な
ど
、
大
正
期
の

美
知
代
は
、〈『
新
聞
及
び
新
聞
記
者
』
主
宰
兼
、
小
説
家
・
翻
訳
者
で
も
あ
る

永
代
静
雄
氏
の
夫
人
で
、
一
児
の
母
〉
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
遇
さ
れ
る
側

面
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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九

西暦 年　月　日 出版社名／
発表雑誌 巻　号 題　　　名 発表名

上
下
町

備　　　考

Ⅰ－１　著書（単著）

1 1917 大正6年11月28日 科外教育叢
書刊行会 花ものがたり 永代美知代 短編集

2 1917 大正6年7月31日 科外教育叢
書刊行会 ケーザル 永代美知代

3 1918 大正7年2月25日 科外教育叢
書刊行会 世界の三聖 永代美知代

4 1923 大正12年12月8日 誠文堂 奴隷トム　アンクルトム
スケビン 永代美知代 翻訳・ストウ夫人原著

5 1924 大正13年5月21日 誠文堂 愛と真実  ジョン・ハリ
ファックス 永代美知代 翻訳・ミューラック夫人原著

Ⅰ－２　著書（共著）

1 1924 大正13年5月8日 春洋社 文芸協会
編 熱筆　名著選集 永代美知代 全５篇のうち、美知代執筆

は「柳川春葉のなさぬ仲」

Ⅱ－１　新聞雑誌掲載作品

1 1902 明治35年5月10日 中学世界 5巻6号 梅 岡田三米 △和歌

2 1902 明治35年6月1日 中学世界 5巻7号 暮春 岡田道代 △和歌

3 1902 明治35年6月1日 中学世界 5巻7号 ほたる 岡田美那子 △和歌

4 1902 明治35年9月1日 中学世界 5巻11号 露 巌谷涙子 △和歌

5 1903 明治36年1月1日 中学世界 6巻1号 小使 岩谷敏雄 △抒情文

6 1903 明治36年2月10日 中学世界 6巻2号 梅 岡田紫菫 △和歌

7 1903 明治36年3月1日 中学世界 6巻3号 春の歌 岡田涙 △和歌

8 1903 明治36年4月10日 中学世界 6巻5号 渡良瀬の辺りを思ひて 岡田美知代 △和歌

9 1903 明治36年6月20日 中学世界 6巻8号 五月雨 岡田紫野 △和歌

10 1904 明治37年7月10日 中学世界 7巻9号 （無題）いたで負ひし～ 岡田美知代 △和歌

11 1904 明治37年7月10日 中学世界 ７巻９号 友達 岡田美知代 △叙事文　＊本文ナシ（講
評に作品名と名前のみ）

12 1904 明治37年12月10日 中学世界 16巻16号 雑種子 岡田刈萱 △叙事文　＊本文ナシ（講
評のみ）

13 1904 明治37年12月10日 中学世界 16巻16号 この死 岡田刈萱 △抒情文　＊本文ナシ（講
評のみ）

14 1905 明治38年2月1日 女子文壇 1巻2号 溝萩 岡田刈萱 △「麹町区土手三番町」

15 1905 明治38年2月1日 女子文壇 1巻2号 蝴蝶の賦 岡田刈萱 △新体詩

16 1905 明治38年3月10日 中学世界 8巻3号 白羽箭 岡田美千代 △叙事文＊本文ナシ（講評
のみ）

17 1905 明治38年5月10日 中学世界 8巻6号 わが運命 岡田美知代 △

18 1906 明治39年3月15日 文章世界 1巻1号 戦死長家 栞女史 △　懸賞小説

19 1906 明治39年4月1日 新声 14編4号 雪 美知代

20 1906 明治39年6月1日 新声 14編6号 長女 岡田美知代

21 1906 明治39年7月15日 文庫 32巻1号 お須磨 美知代

22 1906 明治39年8月25日 新潮 5巻2号 文から 美知代

23 1906 明治39年9月1日 新声 15編3号 下賀茂の森 美知代

24 1906 明治39年9月25日 実業之横浜 3巻2号 祝辞 美知代 △

25 1906 明治39年9月25日 実業之横浜 3巻2号 屁の色 美知代 △

26 1906 明治39年9月25日 実業之横浜 3巻2号 梅屋の二階 （署名なし） △

27 1906 明治39年10月1日 文藝倶楽部 12巻13号 森の黄昏 美知代 目次は「岡田美知代」。内
容は「下賀茂の森」に同じ

28 1906 明治39年10月25日 実業之横浜 3巻3号 梅屋の二階 美知代 △

表１　岡田（永代）美知代　著作リスト
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十

29 1906 明治39年11月25日 実業之横浜 3巻4号 梅屋の二階 美知代 △

30 1906 明治39年12月1日 文藝倶楽部 12巻16号 姑ごゝろ 岡田美知代

31 1906 明治39年12月15日 新潮 5巻6号 里居 美知代 目次は「美千代」

32 1907 明治40年1月1日 新声 16編1号 家庭 美知代

33 1907 明治40年1月10日 実業之横浜 3巻6号 不孝児 美知代 △

34 1907 明治40年2月10日 実業之横浜 3巻7号 不孝児 美知代 △

35 1907 明治40年2月25日 実業之横浜 3巻8号 狼の権三 美知代 △

36 1907 明治40年3月1日 新声 16編3号 籠行燈 美知代

37 1907 明治40年4月15日 文章世界 2巻5号 でこ市 岡田美知代 △＊本文ナシ（講評のみ）

38 1907 明治40年4月1日 新声 16編4号 わか草　処女の日記より 岡田美知代 目次は「わか草」

39 1907 明治40年5月1日 新声 16編5号 御おとづれ 美知代

40 1907 明治40年5月20日 新潮 6巻5号 《想苑》狼の権（翻訳小説）
ツルゲーネフ 岡田美知代 目次は「狼の権　岡田美知

代」

41 1907 明治40年5月25日 実業之横浜 3巻12号 閑窓漫筆 美知代 目次は「岡田美知代」

42 1907 明治40年5月30日 実業之横浜 4巻1号 耶蘇校長 岡田美知代

43 1907 明治40年6月15日 文庫 34巻4号 その月その日 岡田美知代

44 1907 明治40年6月15日 文章世界 2巻7号 一本榎 岡田美知代 目次は「岡田美千代」

45 1907 明治40年7月1日 新声 17編1号 亀さ 岡田美知代

46 1907 明治40年7月15日 文章世界 2巻8号 いとこ 岡田美知代 目次は「岡田美千代」

47 1907 明治40年10月1日 新声 17編4号 土手三番町 岡田美知代子

48 1907 明治40年10月15日 新潮 7巻4号 『蒲団』について 横山よし子
本文作者名の前に「蒲団の
ヒロイン」と小書き。目次
は「蒲団について」

49 1907 明治40年10月15日 実業之横浜 4巻11号 夢現 岡田美知代

50 1908 明治41年2月1日 文章世界 3巻2号 紋附 岡田美知代 田山花袋選「会話」地賞

51 1908 明治41年4月15日 女子文壇 4年6号 侮辱 岡田美知代 天賞

52 1908 明治41年4月15日 文章世界 3巻5号 日記の内 岡田美知代 △文叢・佳作

53 1908 明治41年4月15日 文章世界 3巻5号 老嬢 岡田美知代

54 1908 明治41年10月15日 女子文壇 4年15号 父子 岡田美知代 人賞　

55 1909 明治42年1月1日 家庭雑誌 2巻1号 御厩堀 岡田美知代 目次は「小説 お厩堀」

56 1909 明治42年2月1日 家庭雑誌 2巻2号 ふたり 美知代 目次は「小説 ふたり」

57 1909 明治42年5月15日 女子文壇 5年7号 火事 永代美知代

58 1909 明治42年7月1日 少女世界 4巻9号 まあちやんの御看病 美知代 目次は「まあちやん」

59 1910 明治43年9月1日 スバル 2年9号 ある女の手紙 永代美知代 1

60 1910 明治43年10月1日 スバル 2年10号 里子 永代美知代 1

61 1910 明治43年12月1日 中央公論 25年12号 一銭銅貨 永代美知代 1 「女流作家小説拾篇」の内

62 1910 明治43年12月1日 ホトヽギス 14巻4号 岡澤の家 永代美知代 1

63 1911 明治44年2月1日 少女世界 6巻3号 貰つた妹 美知代

64 1911 明治44年3月5日 少女の友 4巻4号 苦の後 永代美知代 目次は「少女小説　苦の後」

65 1911 明治44年4月1日 ホトヽギス 14巻8号 清のぐるり 永代美知代

66 1912 明治45年1月1日 少女世界 7巻1号 お年玉 永代美知代 3

67 1912 明治45年2月1日 少女世界 7巻3号 花枝さんの雪兎 美知代 3 目次は「永代美知代」

68 1912 明治45年4月1日 少女世界 7巻5号 姉様の指環 永代美知代

69 1912 明治45年7月1日 少女世界 7巻9号 暗い叔母さん 永代美知代 目次は「暗いをばさん」

70 1912 大正元年9月1日 家庭パック 1巻5号 虫干 永代美知代

71 1912 大正元年9月1日 少女世界 7巻12号 帰校前 永代美知代

72 1912 大正元年11月1日 少女世界 7巻15号 赤い柿 永代美知代 目次は「少女小品 赤い柿」

73 1912 大正元年12月1日 少女世界 7巻16号 罰金ごつこ 永代美知代
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74 1912 大正元年12月1日 家庭パック 1巻11号 でべちゃんと赤ん坊 永代美知代

75 1913 大正2年1月1日 少女世界 8巻1号 日本文学講義　落窪物語 永代美知代 2 目次は「おちくぼ物語」

76 1913 大正2年2月1日 少女世界 8巻3号 日本文学講義　落窪物語
（下） 永代美知代 2 目次は「おちくぼ物語」

77 1913 大正2年3月1日 少女世界 8巻4号 英国の子供小説　オリ
ヴァー・ツイスト 一 永代美知代 目次は「英国の子供小説」

78 1913 大正2年3月15日 婦人評論 2巻6号 小説  洪水の後 永代美知代 2

79 1913 大正2年4月1日 少女画報 2年5号 英文のお手紙 永代美知代 3 目次は「少女小説　英文の
お手紙」

80 1913 大正2年4月1日 少女世界 8巻5号 英国の子供小説　オリ
バー・ツイスト 二 永代美知代 2 目次は「オリバーツイスト」

81 1913 大正2年5月1日 少女世界 8巻6号 英国の子供小説　オリ
バー・ツ井スト（第三） 永代美知代 2 目次は「オリバー・ツヰスト」

82 1913 大正2年6月1日 少女世界 8巻7号 英国の子供小説　オリ
バー・ツ井スト（第四） 永代美知代 2 目次は「オリバー、ツ井スト」

83 1913 大正2年6月1日 少女画報 2年8号 少女小説　郷里 永代美知代 3 目次は、永代みちよ「少女
小説 郷里へ」

84 1913 大正2年6月1日 婦人評論 2巻11号 小説  同窓の人々 永代美知代 3 目次は「永代美千代」

85 1913 大正2年7月1日 少女世界 8巻8号 英国の子供小説　オリバ
ア・ツ井スト（五） 永代美知代 2 目次は「オリバア・ツイスト」

86 1913 大正2年8月1日 少女画報 2年10号 少女小説　サマー、ハウス 永代美知代 3

87 1913 大正2年8月1日 婦人評論 2巻15号 小説  縁談 永代美知代 1 大５『女子の友』に同一作品

88 1913 大正2年9月1日 少女世界 8巻10号 福富草子 永代美知代 2 目次は「福富草子の話」

89 1913 大正2年9月15日 婦人評論 2巻18号 小説  冷い顔 永代美知代 2 目次は「永代美千代」

90 1913 大正2年10月10日 少女世界 8巻12号 国なまり 永代美知代 1 目次は「お国なまり」

91 1913 大正2年10月10日 少女画報 2年13号 少女小説　窓の下 永代美知代 3

92 1913 大正2年11月15日 婦人評論 2巻22号 小説  出戻りさん 永代美知代 2

93 1913 大正2年12月1日 少女世界 8巻14号 その日その夜 永代美知代 3

94 1914 大正3年1月1日 少女世界 9巻1号 この頃の少女の使ふ新し
い言葉 永代美知代 目次は「少女の新用語」

95 1914 大正3年2月1日 少女世界 9巻2号 現代少女の新用語 （署名なし） 目次は、永代美知代「少女
の新用語」

96 1914 大正3年2月1日 婦人評論 3巻3号 小説　郷里のをんな 永代美知代 1

97 1914 大正3年2月1日 ニコニコ 37 新カーテン、レクチュアー 永代美知代

98 1914 大正3年3月1日 ニコニコ 38 英仏女優人気競べ 永代美知代

99 1914 大正3年3月1日 少女世界 9巻3号 現代少女の新用語 （署名なし） 目次は「少女新用語」

100 1914 大正3年3月1日 少女世界 9巻3号 少女小説　生みの母 永代美知代 3

101 1914 大正3年4月1日 少女世界 9巻4号 少女小説  生みの母（下） 永代美知代 目次は「少女小説 生みの母」

102 1914 大正3年5月1日 淑女画報 3巻5号
野菜ばかりの西洋惣菜料理
十五種－（手軽で、経済的で、
美味で、誰にでも出来る）

永代美知代 目次は「野菜ばかりの西洋
料理十五種」

103 1914 大正3年5月1日 少女世界 9巻5号 現代少女の新用語 永代美知代 目次は「少女の新用語」

104 1914 大正3年6月1日 少女世界 9巻6号 現代少女の新用語 永代美知代 目次は「少女の新用語」

105 1914 大正3年6月1日 淑女画報 3巻７号 短い恋と長い恋の新レ
コード 永代美知代

106 1914 大正3年6月1日 新小説 19年6巻 蛙鳴く声 永代美知代 2 本人が「蛙鳴く頃」と修正
書込

107 1914 大正3年6月1日 ニコニコ 41 七人目のが理想の夫　四人
目の今の夫を離婚の訴訟中 永代美知代 目次は「四人目の今の夫を

離婚の訴訟中」

108 1914 大正3年7月1日 ニコニコ 42 富か芸術か $35,000,000
か画板か 永代美知代 目 次 は「 富 か 芸 術 か　

$35,000,000乎カンバス乎」

109 1914 大正3年8月1日 少女世界 9巻8号 地獄の御飯のたべられる  
湯の宿から 永代美知代 目次は「湯の宿より」
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110 1914 大正3年9月1日 少女世界 9巻9号 泥棒に一冊の書物を与へ
た寄宿舎の少女 永代美知代 目次は「泥棒に書物を与へ

た寄宿生」

111 1914 大正3年9月1日 ニコニコ 44 廃王の恋の日記 永代美知代 2

112 1914 大正3年9月 or 10月 たかね ドウデエ盲皇帝 （不明）
未確認、「早稲田文学」第二
次、108号、大3.11.1の彙報「新
聞雑誌文学一覧」に記載

113 1914 大正3年10月1日 淑女画報 3巻11号
二、 賑かなセルビアの結
婚＝何事も父母の意志次
第で動く青年男女

永代美知代 目次は「セルビアの結婚」

114 1914 大正3年11月1日 少女世界 9巻11号 貧賤の身から発奮して女
学校の教師に！ 永代美知代

115 1915 大正4年1月1日 少女世界 10巻１号 十六で表彰された親孝行
な子守女 永代美知代 目次は「十六歳で表彰され

た子守女」

116 1915 大正4年2月1日 ニコニコ 49 莞爾々々的あの家此家 永代みち代 3

117 1915 大正4年3月1日 少女世界 10巻3号 火炎に包まれゆく野呂さん 永代美知代 3 目次は「火炎に包まれ行く
少女」

118 1915 大正4年3月1日 ニコニコ 50 おさつで買収した『女客』 永代美知代 2

119 1915 大正4年4月1日 少女世界 10巻4号 少女小説 ゆく水 美知代

120 1915 大正4年5月1日 少女世界 10巻5号 行く水  二 美知代女 目次は「少女小説 ゆく水」

121 1915 大正4年5月1日 ニコニコ 52 不思議な女達 美知代 2

122 1915 大正4年6月1日 少女世界 10巻6号 行く水  三 美知代女 3 目次は「少女小説 ゆく水」

123 1915 大正4年7月1日 少女世界 10巻7号 行く水（四） 美知代女 3

124 1915 大正4年8月1日 少女世界 10巻8号 少女小説 ゆく水 永代美知代

125 1915 大正4年8月1日 ニコニコ 55 廿歳で眼の開た令嬢の初
めて見た世界 永代美知代

126 1915 大正4年9月1日 ニコニコ 56 顔から生れた十億弗 永代美知代

127 1915 大正4年9月1日 新潮 23巻3号 『蒲団』、『縁』及び私 永代美知代 1 目次は「『蒲団』『縁』及び私」

128 1915 大正4年10月1日 女の世界 1巻6号 小説  二人の家 永代美知代 1

129 1915 大正4年10月15日 女の世界 1巻7号 平氏の恋と源氏の恋 永代美知代 定期増刊　恋物語

130 1915 大正4年12月 希望 秋立つころ 永代美知代 1 未確認

131 1916 大正5年1月 希望 秋立つ頃 永代美知代 1 未確認、「前号の続き」

132 1916 大正5年1月 女子の友 縁談 未確認、大２『婦人評論』
にも掲載

133 1916 大正5年1月1日 女の世界 2巻1号 当世浮世風呂女湯の巻 永代美知代

134 1916 大正5年1月1日 ニコニコ 60 今様閨語 永代美知代 3

135 1916 大正5年2月1日 ニコニコ 61 妻より未婚のクラスメートへ 永代美知代

136 1916 大正5年2月1日 少女画報 5年2号 姉より妹に－東京の印象－ 永代美知代 3

137 1916 大正5年3月1日 少女世界 11巻3号 梅日和 永代美知代 目次は「少女小説 梅日和」

138 1916 大正5年5月26日 婦女新聞 836 愛の欠乏は婦人をヒステ
リイにする 永代みち代 目次は「愛の欠乏とヒステ

リイ」

139 1916 大正5年6月1日 幼年世界 6巻6号 チビ太郎の冒険 永代美知代 目次は「永代美智代　チビ
太郎（お伽噺）」

140 1916 大正5年6月16日 婦女新聞 839 短篇小説　母一人子一人 永代美知代 （上）

141 1916 大正5年6月23日 婦女新聞 840 短篇小説　母一人子一人 永代美知代 （下）

142 1916 大正5年7月1日 少女世界 11巻7号 長い指 短い指 永代美知代 目次は「少女小説 長い指 
短い指」

143 1916 大正5年7月1日 ニコニコ 66 夏と家庭 永代美知代 2

144 1916 大正5年7月14日 婦女新聞 843 短編小説　電報 永代美知代 （上）

145 1916 大正5年7月21日 婦女新聞 844 短編小説　電報 永代美知代 （下）

146 1916 大正5年8月11日 婦女新聞 847 少女小説　帰省の日 永代美知代 目次は「帰省の日（少女小説）」

147 1916 大正5年9月1日 少女世界 11巻9号 私の最も感動した事  仲
間はずれの少女 永代美知代 目次は「私の最も感動した

こと」
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148 1916 大正5年10月1日 少女世界 11巻10号 歴史物語　信行の侍女（上） 永代美知代 2

149 1916 大正5年10月20日 婦女新聞 857 小説　秋晴の日（上） 永代美知代 △

150 1916 大正5年10月27日 婦女新聞 858 小説　秋晴の日（下） 永代美知代 目次は「秋晴れの日（小説）」

151 1916 大正5年11月1日 少女世界 11巻11号 歴史物語  信行の侍女（下） 永代美知代

152 1916 大正5年12月1日 少年倶楽部 3巻12号 大岡裁判　皮剥獄門 永代美知 2

153 1917 大正6年3月1日 ニコニコ 74 仲人になつて 永代美知代

154 1917 大正6年3月1日 少女世界 12巻3号 雛祭を待ちつゝ 永代美知代

155 1917 大正6年4月1日 ニコニコ 75 素人書画会を観る 永代美知代 2 目次は「素人書画会を見る」

156 1917 大正6年6月1日 ニコニコ 77 愛と鼻 永代美知代 2

157 1917 大正6年9月7日 婦女新聞 903 小品　理想の美人 永代美千代 上

158 1917 大正6年9月14日 婦女新聞 904 小品　理想の美人 永代美知代 下、目次は「理想の美人」

159 1917 大正6年11月1日 少女世界 12巻12号 冒険奇談　少女島（一） 永代美知代 目次は「冒険小説 少女島」

160 1917 大正6年12月1日 少女世界 12巻13号 冒険奇談　少女島（二） 永代美知代 目次は「冒険奇談 少女島」

161 1918 大正7年1月1日 少女世界 13巻1号 冒険奇談　少女島（三） 永代美知代 3 目次は「冒険奇談 少女島」

162 1918 大正7年2月1日 少女世界 13巻2号 冒険奇談　少女島（四） 永代美知代 3 目次は「冒険奇談 少女島」

163 1918 大正7年3月1日 少女世界 13巻3号 冒険奇談　少女島（五） 永代美知代 目次は「冒険奇談 少女島」

164 1918 大正7年10月1日 少女世界 13巻10号 山の物語  角のある人  一 永代美知代 目次は「角のある人」

165 1918 大正7年11月1日 少女世界 13巻１１号 山の物語  角のある人  二 永代美知代

166 1918 大正7年12月1日 少女世界 13巻１２号 山の物語　角のある人（三） 永代美知代 3 目次は「角のある人」

167 1919 大正8年9月1日 夢の世界 2巻9号 蛇物語 永代美知代 2

168 1919 大正8年11月1日 ニコニコ 101 寄せ切れ買ひに…… 永代美知代 2

169 1920 大正9年2月1日 少女世界 15巻2号 美枝ちやんの眼 永代美知代

170 1921 大正10年6月1日 女の世界 7巻6号 良人が若し不品行をした
なら……？ 永代美知代

男女品行問題号、肩書は「新
聞及新聞記者主幹永代静雄
氏夫人」

171 1921 大正10年6月1日 少女世界 16巻6号 （二）クリームパン 永代美知代 「たのしい遠足の日」の総
題で、三人の分担執筆

172 1921 大正10年8月1日 女の世界 7巻8号 愛無き者に依つて醸せる
悲劇 永代美知代 浜田栄子問題真相号、目次

は「永代美智代」

173 1922 大正11年4月1日 令女界 1巻1号 童話   緋桃の精 美知代

174 1922 大正11年5月1日 令女界 1巻2号 少女小説  孤独 美知代

175 1923 大正12年4月1日 婦人公論 8年4号
われらは飢ゑてゐる（今
日我等女性は一番何を痛
切に要求するか）

永代美知代

176 1924 大正13年5月1日 女性 5巻5号 棄権 永代美知代 「総選挙に誰れを選ぶか ?」
の解答者24名の一人

177 1924 大正13年7月 復習と受験 童話　裁判の鐘 永代美知代 3 未確認

178 1924 大正13年9月1日 少女世界 19巻9号 少女小説　誕生日の贈り物 永代美知代 3 目次は「少女物語　誕生日
の贈物」

179 1958 昭和33年7月1日 婦人朝日 13巻7号 手記　花袋の「蒲団」と私 永代美知代 『日本文学研究資料叢書　
自然主義』に再録

180 1958 昭和33年10月１日 みどり 1巻5号 手記　私は「蒲団」のモ
デルだった 永代美知代 （學燈社）

Ⅱ－２　新聞雑誌掲載作品（掲載誌・時期未詳）

1 女学の友 東京で（一） 永代美知代 1 女学文壇

2 女学の友 東京で（二） 永代美知代 1

3 女学の友 東京で（三） 永代美知代 1

4 女学の友 東京で（四） 永代美知代 1

5 女学の友 東京で（五） 永代美知代 1

6 女学の友 東京で（六） 永代美知代 1
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7 女学の友 東京で（七） 永代美知代 1

8 女学の友 東京で（八） 永代美知代 1

9 女学の友 東京で（九） 永代美知代 1

10 女学の友 東京で（十） 永代美知代 1

11 女学の友 三人姉妹（一） 永代美知子 1

12 女学の友 三人姉妹（二） 永代美知代 1

13 女学の友 三人姉妹（三） 永代美知代 1

14 女学の友 三人姉妹（四） 永代美知代 1

15 女学の友 三人姉妹（五） 永代美知代 1

16 女学の友 三人姉妹（六） 永代美知代 1

17 女学の友 三人姉妹（七） 永代美知代 1

18 女学の友 三人姉妹（八） 永代美知代 1

19 女学の友 三人姉妹（九） 永代美知代 1

20 ４号 少女小説　大火の後 永代美知代 3

21 アルフォンス・ドウデー 永代美知代 2

22 少女スケッチ 永代美知代 2

23 怪訝なローレンの瞳 永代美知代 3 前号「春の小人」の続き

24 家庭童話　青い鳥の巣 永代美智子 3

25 三人の家

Ⅲ　生前未発表原稿（執筆時期未詳）

1 明治40年？ 小夜子 未発表、花袋記念館蔵

2 女学生の恋物語 30枚 宮内俊介翻刻『花袋記念館
研究紀要』12

3 昭和35年？ 云い得ぬ秘密 25枚
翻刻　①宮内俊介『花袋記
念館研究紀要』10　②原博
巳「岡田美知代の素顔」

4 猫の児同様 25枚

5 デッカンショ 100枚

6 国木田独歩のお信さん 50枚

7 瑞穂とその周辺 43枚

8 愛憎 50枚

9 野獣 20枚 「一銭銅貨」（「中央公論」
明43.12）の改作

10 嫁姑 20枚

（注）
（１）旧字体は新字体に改めた。
（２）「上下町」欄は、上下歴史文化資料館編『岡田（永代）美知代作品集』①～③に掲載された作品で、数字は掲載巻。
（３）「備考」欄……「△」は、目次に作品名・作家名が掲載されていない作品。
　　　　　　　　 　「＊本文ナシ（講評のみ）」は、投稿雑誌に投稿した事実のみが知られるもの。
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・原博巳「岡田美知代の素顔－田山花袋「蒲団」のモデル」『梶葉』Ⅵ、1998年７月
・原博巳「第７章第二節　晩年を庄原で過ごした女流文学者岡田美知代」『庄原市の歴史　通史編』庄原市、2005年
・大西小生『「アリス物語」「黒姫物語」とその周辺』ネガ！スタジオ、2007年
・宇田川昭子「〔資料ノート〕岡田美知代の知られざる同人活動」『花袋研究学会々誌』26、2008年３月
・小谷野敦「岡田美知代と花袋「蒲団」について」『日本研究』38、2008年９月
・吉川豊子「永代美知代」・守本祐子「略年譜」『〔新編〕日本女性文学全集　第三巻』菁柿堂、2011年
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十
六

Michiyo NAGAYO (formerly OKADA), a Woman Writer in 
Hiroshima (2):  A Study on Outline of Her Works

Nobuko ARIMOTO

　　 Michiyo NAGAYO (formerly OKADA) is a woman writer from Hiroshima who is known as 

the model of “Futon”, the novel written by Katai TAYAMA. She wrote novels and many girls’ 

novels and translated novels during the period from the end of Meiji era to the end of Taisho era, 

but has not got a fair evaluation because of the strong bias by “Futon”.

　　 In order to revaluate Michiyo without bias, I searched for her works and found 5 individual 

writings, 1 collective writing, about 200 works in newspapers and magazines, and 10 unpublished 

manuscripts. In this study I presented the list of Michiyo’s literary works and generalized 

characteristics of them in each period. There is a great possibility her other works will be found 

and the number of works will be increased in the future, but this is the first time such a large 

number of her works are found at once and this will be valuable data to study the birth of woman 

writers in Meiji and Taisho eras as well as to study Katai TAYAMA.


